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ポイント 
 インドでは 4 月から 5 月にかけて、5 年ぶりとなる連邦下院選挙が行われる。
有権者数が約 9 億人にのぼる今回の総選挙では、ナレーンドラ・モーディー首
相率いるインド人民党（BJP）政権の是非が最大の争点となる。 
 2014 年の前回総選挙は、過半数の議席を獲得した BJP の圧勝に終わった。しか
し、選挙結果の地域的差異や議席数と得票率の間の隔たりに目を向けると、「モ
ーディー旋風」という一言で片づけられるほど単純ではないことがわかる。 






連邦議会下院の任期満了まで 2 カ月あまりとなった 2019 年 3 月 10 日、第 17 次連
邦下院選挙の日程が選挙委員会より発表され、本格的な選挙戦がインドで始まった。
今回の総選挙では、4 月 11 日から 5 月 19 日にかけて 7 段階に分けて投票が実施さ
れ、5 月 23 日に 543 のすべての選挙区について一斉に開票が行われる。選挙委員会
によると、登録されている有権者の数は、5 年前の前回総選挙よりも 8,400 万人ほど






インド人民党（BJP）政権の 5 年間の是非である。 







2014 年に行われた前回総選挙（第 16 次連邦下院選挙）では、グジャラート州首相
のナレーンドラ・モーディーを首相候補に擁する BJP が第一党に躍進し、過半数を超
える 282 議席（得票率 31%）を獲得した。そして、BJP を中心とする政党連合である
国民民主連合（NDA）が合わせて 336 議席を得て圧勝したのを受けて、モーディー
首相率いる新政権が発足することとなった。一方、2 期 10 年にわたって政権の座に
あったインド国民会議派は、選挙前から伝えられていた劣勢の予想をもはるかに下回
る 44 議席（得票率 19.3%）にとどまり、歴史的惨敗を喫した。その前の 2009 年総選









「国際ヨーガの日」のイベントでヨーガを披露するモーディー首相（2015 年 6 月） 
議席数 増減 議席数 増減 議席数 増減
北部 (20) 6 +5 3 -8 11 +3
東部 (89) 12 +6 12 -13 65 +7
中部 (225) 190 +127 8 -71 27 -56
西部 (78) 53 +26 2 -27 23 +1
南部 (131) 21 +2 19 -43 91 +41
合計 (543) 282 +166 44 -162 217 -4
インド人民党 会議派 その他





ンディー首相の暗殺後に行われた 1984 年の総選挙において、会議派が 542 議
席中 405 議席（得票率 49.1%）を獲得して以来 30 年ぶりのことであった。そ
のため、2014 年総選挙での BJP の圧倒的勝利は、「モーディー旋風」と形容さ
れるほどだった。ただし、この「モーディー旋風」という表現には、いくつか
の留保が必要である。 











第 3 に、過去 30 年間に行われた総選挙と同様、BJP と会議派という二大政党の得













または BJP と他党による政党連合が州政権を握っていたのは 7 州にすぎなかったが、
総選挙以降、BJP とその協力政党が各地で行われた州議会選挙で次々と勝利した。そ
の結果、総選挙から 4 年後の 2018 年 3 月には、BJP はインドの全人口の 7 割以上を
占める 21 の州を支配下に置くまで版図を広げたのである。これとは対照的に、会議










そして、2018 年に行われた上院選挙の結果、会議派に代わって BJP が上院で第一
党となり、連邦議会の下院と上院の間の「ねじれ」が解消された。これによって、
モーディー政権にとっての政治運営上の障壁が一つ取り除かれたのである（ただし、
BJP は上院の単独過半数には程遠いうえに、上院議員は原則として 2 年ごとに 3 分










しかし、2017 年 12 月にグジャラート州で行われた州議会選挙以降、このよう
な状況に変化の兆しが現れるようになる。グジャラート州はモーディー首相とシ
ャハ総裁のお膝元であり、BJP が 1995 年から州政権を握り続けている州であっ













議席数 得票率 議席数 得票率
2017年12月
　グジャラート (182)  99 (-16) 49.1 (+1.2)  77 (+16) 41.4 (+2.5)
2018年11～12月
　ラージャスターン (200)  73 (-90) 38.8 (-6.4)   99 (+78) 39.3 (+6.2)
　マディヤ・プラデーシュ (230) 109 (-56) 41.0 (-3.9) 114 (+56) 40.9 (+4.5)
　チャッティースガル (90)  15 (-34) 33.0 (-8.0)  68 (+29) 43.0 (+2.7)
インド人民党 会議派




そして、2018 年末に 5 州で行われた州議会選挙で、BJP と会議派が直接対決する




































日印首脳会談のために来日した際に、安倍首相とともに新幹線に乗るモーディー首相（2016 年 11 月） 






























 「国際ヨーガの日」のイベントでヨーガを披露するモーディー首相（2015 年 6
月）： Prime Minister’s Office (GODL-India), via Wikimedia Commons. 
 日印首脳会談のために来日した際に、安倍首相とともに新幹線に乗るモーディー








3 “21 states are now BJP-ruled, home to 70 per cent of Indians,” Indian Express, 5 March 2018. 
4 BJP（または BJP と他党による政党連合）が州議会選挙で最大勢力になれなかった
場合でも、選挙後に（恐らくは、買収したり、閣僚ポストをエサにしたりして）他党
                                                        




                                                                                                                                                       
を強引に取り込み、モーディー政権によって任命された州知事の協力を得て、一気に
州政権を樹立することがある。2017 年の州議会選挙後のゴアとマニプルの 2 州では、
第一党となった会議派がもたついている間に、こうした事態が起こった。 
5 例えば、「多様な民主主義（V-Dem）指標」を参照。この指標に基づいて執筆され
た報告書の 2018 年度版（PDF）では、近年になって民主主義が著しく後退した国と
して、（米国などとともに）インドがあげられている。 
